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二
十
一
項
」
を
「
及
び
第
二
十
三
項
又
は
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項

に
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
八
項
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
第
一
号
」
を
「
第

二
十
六
条
第
二
十
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
六

条
第
二
十
八
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二

十
八
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
八
項

第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
第
五
号
」
を「
第
二
十
六
条
第
二
十
八
項
第
五
号
」

に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
八
項
第
六
号
」に
改
め
、

同
条
第
十
六
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
七
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第

十
七
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
七
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項

中
「
第
四
十
一
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
十
一
条
第
十
九
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
中
「
第
四
十
一
条
第
十
八
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
四
十
一

条
第
十
九
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
四
項
」
に
、「
第
四
十
一
条
第
十
八
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
三
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
四
十
一
条
第
十
九
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

一
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第

四
号
中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
及
び
第
二
十

三
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
第
二
十
六

条
第
二
十
八
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
七

号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
七
号
」
を
「
前
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
、
十
三
年
内
」
を
「
十
三
年
内
と
し
、
同
条
第
十
三
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
一
年
内
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
第
九
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
七
項
第
一
号
」
を「
第
二
十
六
条
第
三
十
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
六
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一

項
第
一
号
中
「
第
十
七
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。」を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
中
「
、
十
三
年
内
」
を
「
十
三
年
内

と
し
、同
条
第
十
三
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
一
年
内
と
す
る
」

に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
八
号
か

ら
第
十
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
九
項
中
「
前
項
第
七
号
」
を
「
前
項
第
四
号
」
に
、「
次
条
第
十

七
項
第
八
号
」
を
「
次
条
第
十
七
項
第
四
号
」
に
、「
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
」
を
「
同
条
第
十
一
項
に
規

定
す
る
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
」
に
、「
、
十
三
年
内
」
を
「
十
三
年
内
と
し
、
同
条
第
十
三
項
又
は
第
十

六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
一
年
内
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
四
十
一
条
の
八
第
一
号
イ
」
を
「
第
四
十
一
条
の
八
第

一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
四
十
一
条
の
八
第
一
号
ロ
」
を
「
第
四

十
一
条
の
八
第
一
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
十
一
条
の
八
第
二
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の
八

第
一
項
第
二
号
」
に
、「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中「
第
四
十
一
条
の
八
第
二
号
」

を
「
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
四
十
一
条
の
八
第
三
号
イ
」
を
「
第
四
十

一
条
の
八
第
一
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
中
「
第
四
十
一
条
の
八
第
三
号
ロ
」
を
「
第

四
十
一
条
の
八
第
一
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

12

法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

平
成
三
十
一
年
十
一
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
に
よ
る
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
に
係
る
監
護
等
児
童
（
同
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
監
護
等
児
童
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
父
又
は
母
で
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
も
の

イ

当
該
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ

平
成
三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
に
お
い
て
婚
姻
を
し
た
こ
と
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

ハ

平
成
三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
に
お
い
て
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
が
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
又
は
当
該
父
若
し
く
は
母
と
当
該
事
情
に
あ
つ
た
者
の
生
死
が
同
日

に
お
い
て
明
ら
か
で
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
者
が
平
成
三
十
一
年
十
一
月
一
日
以
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
同
年
十
月
三
十
一
日
に

お
い
て
そ
の
者
の
監
護
等
児
童
で
あ
つ
た
者

13

法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
給
付
金
は
、
平
成
三
十
一
年
度
の
予
算

に
お
け
る
母
子
家
庭
等
対
策
費
補
助
金
を
財
源
と
し
て
都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
か
ら
給
付
さ
れ
る
給
付

金
と
す
る
。

14

法
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
金
銭
の
貸
付
け
は
、
平
成
二
十
七
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
又
は
平
成
三
十
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
お
け
る
児
童
福
祉
事
業
対
策
費
等
補
助
金
を

財
源
の
一
部
と
し
て
都
道
府
県
又
は
都
道
府
県
が
適
当
と
認
め
る
者
が
行
う
金
銭
の
貸
付
け
で
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

法
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
次
項
に
規
定
す
る
実
施
、
委
託
の
措
置
又
は
入
所
措
置

を
解
除
さ
れ
た
者
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
進
学
し
た
後
の
生
活
費
又
は
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る

賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
援
助
す
る
た
め
に
行
う
金
銭
の
貸
付
け

二

法
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
就
職
し
た
後
の
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
賃
貸
住
宅
の

家
賃
を
援
助
す
る
た
め
に
行
う
金
銭
の
貸
付
け

三

法
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
就
職
に
資
す
る
免
許
又
は
資
格
の
取
得
に
要
す
る
費
用

を
援
助
す
る
た
め
に
行
う
金
銭
の
貸
付
け

15

法
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
が
行
わ
れ
て
い
る
者
若
し
く
は
そ
の
実
施
を
解
除
さ
れ
た
者
、
同
法
第
二
十

七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行

う
者
若
し
く
は
同
法
第
六
条
の
四
に
規
定
す
る
里
親
に
委
託
を
さ
れ
て
い
る
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
へ
の
委
託

の
措
置
を
解
除
さ
れ
た
者
又
は
同
号
若
し
く
は
同
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら

れ
て
同
法
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
児
童
養
護
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
児
童
心
理
治
療
施
設

若
し
く
は
同
法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
児
童
自
立
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
若
し
く
は
当
該
入
所
措
置
を

解
除
さ
れ
た
者
と
す
る
。

16

法
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
同
項
に

規
定
す
る
貸
付
け
に
係
る
債
務
を
承
継
し
た
者
と
す
る
。

第
十
九
条
の
九
第
五
項
第
四
号
中
「
第
四
十
七
条
第
四
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
及
び
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
号
ま

で
」
を
「
第
四
十
七
条
第
三
項
第
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
及
び
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
十
一
の
三
第
七
項
中「（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）」を
削
る
。

第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
三
項
第
一
号
ハ
中
「
第
四
十
一
条
第
二
十
四
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
九

項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
無
形
固
定
資
産
そ
の
他
の
」
を
「
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す

る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
第
十
八
条
の
十
九
の
三
第
二
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
」
を
「
第
十
八
条
の
十
九
の
三

第
五
項
第
二
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
七
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
資
産
は
、
次
に
掲
げ
る

資
産
と
す
る
。

一

現
金

二

預
貯
金
、
売
掛
金
、
貸
付
金
そ
の
他
の
金
銭
債
権

三

有
価
証
券

四

法
人
税
法
第
六
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
係
る
権
利

五

前
各
号
に
掲
げ
る
資
産
に
類
す
る
も
の

第
十
九
条
の
十
一
の
五
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
係
る
独
立
企
業
間
価
格
」
の
下
に「（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
四
十
条
の
三
の
三
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
独
立
企
業
間
価
格
と
み
な
さ
れ
る
金
額
を
含

む
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

第
十
八
条
の
十
九
の
三
第
九
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
五
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

四
十
条
の
三
の
三
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
八
条
の
十
九
の
三
第
九
項
第
一
号
中
「
施
行
令
」
と
あ
る
の
は
「
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の

七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
項
第
一
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条

の
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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